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１．株式会社ジェイマックの概要
皆さん初めまして、よろしくお願いします。ただい
まご紹介にあずかりました石橋でございます。今日は
「企業システム開発の現状と課題」についてお話しさ
せていただきたいと思います。私はアカデミックなこ
とはあまり存じ上げませんので仕事の現場からみた話
になりますが、参考にしていただけますと幸いです。
まずは、私が勤務しております株式会社ジェイマッ
クについて簡単にご紹介したいと思います。本社は長
岡市城内町にありまして、すぐ隣にイトーヨーカ堂が
あります。創業が1963年、設立が1983年、株式会社に
なったのが今から約21年前になります。資本金は１億
２千万円、2004年３月期の業績は売上高が22億円、経
常利益は芳しくなく2,100万円と厳しい数字でした。後
ほどお話ししますがトラブル・プロジェクトがありま
して、そのため利益率が大幅に圧縮されてしまいまし
た。従業員は全部で212名です。
事業内容はソフトウエア開発が全体の９割を占め、
ＯＡ機器販売が7.5％、情報処理サービスが0.9％で、
主に企業のビジネスシステムの開発をしております。
販売管理、在庫管理、財務経理、固定資産などのシス
テム開発が中心です。事業所は東京、新潟、柏崎、十
日町、上越にありまして、全部で本社も合わせて６拠
点に分散しております。
認定等についてですが、経済産業省システムインテ
グレータの登録企業として登録されており、またＩＳＯ
9001の認証を取得しています。ベンダー系の認定に関
しては、マイクロソフト・ソリューションプロバイダ
ー、オラクル・メンバーパートナーとしてビジネスを
展開しております。
２．日本の企業システムの特徴
〔情報化投資は大都市圏集中〕
当社の紹介はこのくらいにしまして、日本の企業シ
ステムの特徴について簡単にご報告させていただきま
す。まず、情報化投資が大都市圏に集中していること
が大きな特徴です。全国を大きなブロックで分けた統
計が図表１の円グラフです。首都圏で全体の半分以上
の52％を占めています。北海道で２％、東北で５％、
北関東甲信越では１％、東海が８％、北陸で１％です。
関西は首都圏に次ぐ２番目のシェアの20％、これは大
阪、神戸があるからです。中国地区で４％、四国で
１％、九州で６％となっております。首都圏のうち、
東京、埼玉、千葉、神奈川の１都３県で日本全体の投
資額の半分を占めております。関西のほとんどが大阪
で、神戸を中心とする兵庫県がそれに続きますが、京
都はほとんどありません。
〔ベンダーも大都市圏集中〕
さらに、ベンダーはもっと大都市圏に集中しており、
大都市圏のベンダーが地方の多くの県をカバーするか
たちになっております。ベンダーの売上高シェアを見
ると（図表２参照）、首都圏の一都四県で日本の情報
処理サービス企業の売上高全体の67％を占めていま
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す。次に続くのが阪神の11％、名古屋を中心とした愛
知の５％、福岡の２％、北海道の２％です。その他残
りの地方は、全部まとめても13％のマーケットしかあ
りません。
参考までに当社の取引先別売上高をみますと、マー
ケットの大都市圏集中を反映して、東京・関東圏が９
割を占めます。新潟県内での売上は６％しかなく、そ
の他地域が３％程度です。その他地域に関しては、大
阪、名古屋に加え、最近は青森の大きなお客様が入っ
ているのですが、これでも昨年はその他地域の売上高
が意外と多かったという印象です。圧倒的に関東圏の
仕事が多く、私は毎週のように東京に出張しておりま
す。
〔受注ソフトウエアがビジネスの中心〕
日本の企業システムの特徴の三つめは、受注ソフト
ウエアがビジネスの中心だという点です（図表３参照）。
売上高全体の半分を受注ソフトが占め、それ以外にソ
フトウエア製品が10％、情報処理サービスが19％、管
理運営委託いわゆるアウトソーシング９％です。
ちなみに、欧米ではどうかと言いますと、正確な
パーセンテージはここにお持ちしませんでしたが、
ＳＡＰ社ですとかバーン社などにみられるように、ど
ちらかというといわゆるパッケージ・ビジネスの展開
が中心です。受注ソフトウエア開発はそれほど多くあ
りません。
３．企業システムの最近のトレンド
〔企業間で大きい格差〕
続いて、最近のビジネスのトレンドについてお話し
します。企業の情報化は一通り進展してひと段落して
いるように見えますが、企業による管理レベルの格差
はまだ大きいというのが現場の感触です。当社のお客
様企業でも間接工数に関して内容を分析して、どこに
どれだけのコストがかかっているのか、コスト軽減は
どこで可能かといったレベルの管理を追求していると
ころもあれば、非常に製品の移り変わりが激しいため
個別の原価計算のシステムへ移行できていないところ
もあります。なかには今までシステムを導入していな
くてエクセルなどで業務をまわしていたところ、よう
やくここにきてハードの値段が下がったことをうけて
システムを導入しようとしている所もあります。
報道等では、企業の情報化が進展しているように言
われますが、まだこれから導入しようというお客様も
おられるのです。そういった意味では、我々が活躍で
きる分野もまだまだあるのではないかと思っております。
〔ビジネス・スピードに遅れるシステム構築〕
最近もう一つ感じるトレンドは、ビジネスのスピー
ドにシステム構築がついていっていないことです。た
とえば、ある消費材業者の例で、工場は韓国、中国に
あり、今は冬物を海外で製造して日本に持ってきてい
るのですが、その海外拠点の展開に今のシステムがつ
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いていっているかどうか。それは全くついていってい
ません。為替計算や中国の在庫管理、販売管理などを
システムで管理してはいるのですが、本当に大枠だけ
で、細かい品目ごとの利益率の計算などはエクセルで
やっているといった状況です。
先ほどお客様企業の話をしましたが、最近は製品の
変化が速くどんどん新しくなっていくため、それに応
じてラインを組み替えていかなければなりません。最
先端の電子機器は、ものによっては歩留まりが悪く、
生産現場で試行錯誤しています。どの工程を流すかに
よって歩留まり率が大きく違ってきます。それに対し
て、歩留まり率をきちんとシステム化できていないた
め、原価計算が追いついていないという課題があります。
システムを組むには、要求仕様を伺い、設計、構築、
テスト、本番稼働と、それなりの期間がかかります。
ある製品の需要が大きくと跳ね上がったような場合、
システムの構築を待っていられないのですが、それは
企業の現場ではごく当然の判断です。システムのため
に企業があるわけでなく、企業が売りたいものをつく
って初めて企業は存続していくものです。このように、
最近はシステムを置いてきぼりにしたまま工場のライ
ンが稼働するという傾向が目立ちます。
４．最近のシステム構築のキーワード
〔トレーサビリティー〕
続いて、最近のシステム構築のキーワードとして聞
くいくつかの言葉に関してお話ししたいと思います。
まずトレーサビリティという言葉です。追跡可能性で
すね。最近新聞などで、「農産物のトレーサビリティ」
ですとか「狂牛病関連の牛の識別」などの言葉がよく
登場しますが、企業の生産現場でもトレーサビリティ
が最近注目されています。ただし、企業は競争力をつ
けるために注目しているわけでなく、正直な話、いや
いやながらやらざるを得ないので取り組んでいるとい
うのが現状です。
〔グリーン調達〕
またグリーン調達という言葉があります。環境に配
慮して廃棄物ゼロの工場をつくりましょうといった目
標を掲げて、メーカーが取り組んでいます。これによ
り、最終製品メーカーだけでなく、その資材・部品等
の調達先がどういった生産形態なのかというところま
でさかのぼってチェックされます。
たとえば、ソニーのプレイステーションというゲー
ム機について、周辺機器から基準値を超えるカドミウ
ムが検出されたため、オランダで出荷差し止めになっ
たケースがあります。企業の現場からしてみたら、環
境に配慮しないで効率のいいものをどんどん作ってい
った方が合理的だという判断になると思いますが、そ
ういった社会的に無責任な活動をやっていると今度は
マーケットからそっぽを向かれてしまうことになりま
す。そのため、製品メーカーは部材業者に対してどう
いった生産プロセスで製品を作っているのか厳しくチ
ェックするようになってきました。
また、お客様企業の例ですが、取引先へ納品すると
きに製品の原材料となった金属材がどこのメーカーの
どういった規格のものか、ミルシートというのですが、
それを必ず添付するよう求められています。もちろん
プロセスについても、どういったプロセスで生産しそ
の際の歩留まりはどうだったか、その際使った資材は
何であったかということまで、きちんと必要に応じて
アウトプットすることが求められています。この領域
でも残念ながらビジネスのスピードにシステム構築が
ついていっていません。要求仕様として伺っていて、
こちらがやれるスタンスはあるのですが、なかなか予
算が合わないとか、納期まで絶対に間に合わないとか
いった問題が出てきます。
〔ＰＬ法〕
さらに、経営環境の変化としてＰＬ法への対応もあ
ります。最近特に厳しいのは製薬メーカーで、厚生労
働省から指導が入っています。ある製薬メーカーは、
各工程が完了したタイミングで試験を行っています。
その試験結果は必ず蓄積して、10年、20年という長い
スパンでいつでもアウトプットが出せることが要求さ
れています。これは企業にしてみれば全く利益率の向
上に寄与しないシステムなのですが、やらなければ国
の認可が下りないとか、取引先から取引を停止されて
しまうとか、最終的にマーケットに受け入れられなく
なるという現実があります。
〔セキュリティ〕
続きましてセキュリティについてです。従来のセキ
ュリティでは、外部からの侵入をどうやって防ぐかに
力点が置かれていました。最近キーワードになるのは、
内部に対してどういった対策を行うかという意味での
セキュリティです。連日のように報道されている情報
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漏洩による企業イメージ低下ですとか、情報漏洩した
と思われる顧客に対する賠償などの問題があります。
ヤフーＢＢは470万件と言われる顧客情報を漏洩して
しまいましたので、一人当たり500円としても数億円、
数十億円の賠償金が発生することになります。
セキュリティのマーケットは最近非常に広がってお
りまして、セキュリティ専門のセミナーや展示会が開
かれるようになっています。今後のトレンドとしては、
既に実用化されているのですが、あるドキュメントは
見ることはできても印刷はできないとか、保存、持ち
出しができないといったことまで、きちんと情報を管
理していこうとされています。
ソフトウエア・システムだけでなく、ハードウエア
に関しても同じようなことが最近行われています。た
とえばお客様の所にノートパソコンを持って行けない
とか、記憶媒体を持って行けないとか、厳しいセキュ
リティチェックが入るようになっています。最近建て
られた建物ですと、各部屋にカードキーの読み取りが
あってカードをかざさないと部屋に入れないといった
細かいチェックがされます。また、お客様のマシン室
で仕事をしていて、ちょっと休憩したいので勝手に出
ると二度と入って来れないので、職員がお客様と一緒
に出ないといけないということがあります。
５．今後の見通し
～システム開発の現場はどう進むか
〔ソフトウエアのコモディティ化〕
続いて、今後の見通しとして、システム開発の現場
はどう進んでいくのかについて考えてみたいと思いま
す。まず、大きなトレンドとしてソフトウエア・プロ
ダクトのコモデティ化が挙げられます。たとえばウィ
ンドウズなどのオペレーティング・システムですとか
データベースソフト、オフィスソフトに関して、フリ
ーで使えるものがどんどん出てきております。そのた
め、ウィンドウズＯＳしかり、データベースソフトし
かり、どんどん値段が下がる一方、機能は頭打ちにな
っております。これ以上どんな機能をつければ本当に
役に立つのか、そろそろ限界にきています。
たとえば、マイクロソフトのビジネスモデルはアッ
プグレードに随分頼っているところがあります。ウィ
ンドウズ95から始まって98、Ｍｅ、ＸＰというアップ
グレードによってマイクロソフトのビジネスモデルが
成り立ってきましたが、いまや残念ながらマーケット
がそれに追随していません。たとえば今でもウィンド
ウズ95が動いているパソコンはたくさんありますし、
一部にはどうしても移行できないため10年前のウィン
ドウズ3.1を使っていらっしゃるお客様もいます。
サーバーＯＳに関しては、一回乗っけてしまうとな
かなか置き換えられないという理由もあります。マイ
クロソフトのサーバーＯＳではウィンドウズＮＴが使
われてきましたが、ＮＴからウィンドウズ2000、それ
から今2003サーバーというようにサーバーＯＳがロー
ドマップに沿ってアップグレードされてきました。し
かし、いまだにウィンドウズＮＴ4.0を使っているお客
様も結構おられ、実は当社でも一部ＮＴ4.0を使わざる
を得ないサーバーがあります。
マイクロソフトにとっての問題は、ユーザーがそれ
で何も困らないということなんです。アップグレード
する必要を感じない。以前は、3.1から95、95からＸＰ
というアップグレードで、それなりのメリットがユー
ザーにもありました。それに対して、今後のアップグ
レードでどれだけの機能が付け加わるのかというと、
あまり魅力的な機能を追加する余地がないと考えられ
ます。
ただそれは我々使う者にとってはいいことです。何
が起こるかというと、情報リテラシーの向上です。た
とえば全国あるいは世界のどこにいてもウィンドウ
ズ・パソコンはありますので、インターネットさえ使
えれば、その場で日本語モジュールをダウンロードし
てインストールしてしまえばどこでも使うことができ
ます。
たとえ話をしますと、車の運転方法はだいたいは変
わらないわけで、右ハンドルか左ハンドルかでワイパ
ーやウィンカーの違いはありますが、アクセルとブレ
ーキの位置とか何を動かせば動くかはそう変わりませ
ん。コンピュータ・システムに関しても、ウィンドウ
ズが普及したことによって、だいたい同じような動作
でパソコンを使えるようになっています。我々ビジネ
スシステムを開発する者からしてみると、使われてい
るパソコンのうちウィンドウズ・パソコンがほぼ
100％近くを占めるという現象は、歓迎すべきではあ
ります。
それでも、使えないといわれる層に対してどうフォ
ローしていくかが社会的な問題になってくると思いま
す。余談ですが、今のパソコンは、目の見えない方に
とってあまり使いやすくないという問題があります。
目の見えない人、手先がうまく使えない人がパソコン
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を使えないことによって不利な状況が発生しているこ
とが、今問題になっております。そこをどう解消して
いくか、我々この業界に関わっている者はもっと意識
しなければいけないと考えております。
それにしても、情報化社会ということに関しては、
生活の隅々にまでコンピュータが入ってくることによ
って随分様変わりしていくと思います。たとえば東京
圏に行って電車に乗るときにキップを買わずにＳｕｉｃａ
で乗ることができ、後でそのＳｕｉｃａの履歴を見ると自
分がどこからどこに何をしに行ったかがすべてわかる
といったことです。さらに、携帯電話で買い物ができ
るとか、それらの便利な点は否定できません。
〔集中と分散を繰り返すシステム〕
今後の見通しの２番目ですが、実はコンピュータシ
ステムは、トレンドとしてこれまで集中と分散を繰り
返しています。まず黎明期では、データセンターで一
括して書類をまとめてエントリーするといったバッチ
処理しかありませんでした。コンピュータが非常に高
価なものだったからです。その次にオフコンという小
さなコンピュータの独自ＯＳを各企業に入れて、そこ
であるシステムだけを乗っけるとか、そのシステムの
アウトプットを更にデータセンターに持っていき財務
的なバッチ処理を行うとか、人力による分散処理など
が行われていました。その次に、汎用機が普及したこ
とによって再びコンピュータシステムが集中するよう
になりました。その次がいわゆるオープン化です。ク
ライアントサーバーによる分散処理がまた行われるよ
うになります。
クライアントサーバーというのは、使い方を間違え
なければ有効なシステムです。しかし、運用が難しい
点もあります。たとえば東京に本社があって出先が茨
城にあるとして、茨城でトラブルが起こった時にいか
んともしがたいとか、一台一台環境などを設定してま
わる手間が大変という問題が出てきました。その反省
から、今度はインターネット・テクノロジーを使った
ＷＥＢシステムによる集中処理が行われるようになり
ました。これが現在のトレンドです。今は、汎用機も
一部残っていますが、だいたいはクライアント・サー
バーでシステムは動いています。置き換え可能なもの
からどんどんＷＥＢに転換させているということが傾
向としてあります。
今後の方向としましては、ＷＥＢシステムのデメリ
ットが出てきたことから、リッチクライアントという
キーワードが挙げられております。ＷＥＢシステムを
使った場合、ユーザー・インターフェースはインター
ネット・エクスプローラー等のブラウザになりますの
で、どうしても使い勝手はブラウザの実装に左右され
るところがあります。たとえば通販サイト等の買い物
をするところですとか、あまり複雑なことでなければ
ブラウザでも十分なのです。しかし、バーコード・リ
ーダーで何か読みとってそれをそのままエントリーす
るとか、ケーブルで計測値をそのままリアルタイムに
送るといったことは、ＷＥＢでは構築できないシステ
ムです。それを今はどうやって構築するかというと、
クライアントサーバーに戻る場合もありますが、リッ
チクライアントで行うようになりつつあります。これ
は、クライアント側である程度やらせてしまうことに
よって、より使い勝手のいいシステムを作っていく仕
組みで、そのトレンドが今始まっております。
そうは言っても、未だに汎用機は残っています。大
量にデータ処理をするとか、大量に紙を印刷する時は
汎用機が一番です。固定資産台帳を12月末で締めて１
月末までに各地方自治体に提出するのですが、それは
全部紙です。電子化はまだ進んでいません。年に一回
とはいえ大量に紙を印刷しなければいけないのです
が、それは残念ながら今のオープンシステムでは非常
に厳しいです。能力的に言っても、汎用機に付いてい
るプリンターの方がずっと速いです。企業では情報投
資に対する投資効率を求められており、今汎用機で動
いているものを無理に置き換えることもないといった
事情も当然あります。生産現場ではラインの変更など
非常に変化が激しいのに対して、人事給与や財務会計
の仕組みは毎年少しずつ変化はあるものの大きな流れ
自体は変わらないわけですから、そのあたりにはまだ
汎用機が残っています。そうした結果、クライアント
サーバーもあり、ＷＥＢもあり、リッチクライアント
もありと、今はどんどん分野が広がっているのが現状
です。
６．開発プロジェクトはなぜ失敗するか
〔技術力不足〕
続いて、開発プロジェクトはなぜ失敗するのかにつ
いてお話しさせていただきます。最近みずほ銀行が再
度システム統合しようとしていまして、今度はトラブ
ルなく統合を始めているようです。しかし、去年の４
月には統合に失敗して大トラブルとなりました。先ほ
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どお話ししたとおりコンピュータが実社会の中に入っ
ていくことは、情報化社会を進展しメリットももたら
すのですが、逆にトラブルが発生したときの社会的な
影響を非常に大きくしていると思います。
管制塔が止まった例など、新聞報道などで表沙汰に
なるのは氷山の一角で、小さな問題はほぼ毎日のよう
にどこかで起こっています。発注システムにトラブル
が発生して部品が来ないとか、スーパーのＰＯＳレジ
がおかしくなって手で打たないといけなくなるといっ
たトラブルです。たとえば、コンビニの業界でＰＯＳ
レジが動かないというのはたいした問題ではないので
すが、一番の問題は発注できないということです。同
じく重大なのは、メーカーの物流に関するトラブルで
す。効率追求のために工場や物流センターが一極集中
してきています。１つの物流センターでシステムトラ
ブルが発生したら、そのメーカーとしてはモノが売れ
ない。放っておくと、事態はどんどん悪化することに
なります。たとえば、スーパーで長岡店に持っていく
ものを間違えて小千谷店に持って行ったとします。コ
ンピュータにしてみると、小千谷に間違うのも高崎に
間違うのもそれほどの違いはありません。ともかく、
そうなってしまったらスーパーでは売るモノがなくな
ります。情報化社会のシステム拡大に伴って、システ
ムトラブルが社会的な問題を巻き起こすリスクは逆に
どんどん高まっていくのだと思います。
ここで本題に戻って、なぜ開発プロジェクトは失敗
するのかですが、一番大きな問題は技術力不足です。
先ほど、分散したり集中したりで技術的なトレンドが
変わっていくため守備範囲が広くなったとお話ししま
した。たとえば、昨日まで汎用機をやっていた人間が
いきなりリッチクライアント、つまり三世代飛ばした
システム構築をしなければいけない局面になり、それ
を何とかやり遂げたとしても、そもそも設計思想や、
何のためにリッチクライアントという概念が出てきた
かということを意識しないまま設計構築してしまうも
のですから、できあがったシステムは当然ボロボロに
なってしまいます。一番根元的な技術力が足りないと
いう問題があります。
〔マネジメント力不足〕
次に挙げられるのがマネジメント力不足です。きち
んとプロジェクト管理ができていない。何か問題が起
こっていたとしてもそれが大トラブルになるまで誰も
気付かない。みずほ銀行の例はマネジメント力不足の
事例と言われるわけですが、統合した銀行の情報シス
テムの主導権争いが起きたことによる問題が大きかっ
たようです。最終的に仕様が決まらず、４月カットオ
ーバーなのにどこのベンダーが担当するか、最終的に
どこに発注するか前年の秋口くらいまで決まっていな
かったと言われています。
〔見積の失敗〕
もう一つは見積の失敗です。以前の汎用機の頃は、
プログラムの一行あたりいくらという見積をしていま
した。最終的なアウトプットはプログラムの行数で計
れるので、非常にわかりやすかったです。しかし、最
近は言語も多種多様にわたります。ＷＥＢシステムを
含めた言語だけでも私が日常的に使用するものだけで
５、６はありますし、さらにデータベースの言語も違
うため、従来の見積は通用しなくなってきたのです。
それに変わる見積手法としてファンクション・ポイン
ト法などが挙げられているのですが、まだ未成熟なと
ころがあります。ファンクション・ポイント法が適用
できるのは非常に狭い分野で、ある条件が重なった時
に初めて有効となります。
今は、経験を元に曖昧なままでやっているのが現状
です。機能一覧、画面一覧、アウトプット一覧を見ま
して、計数をかけて見積をします。これが１千万円、
２千万円くらいの規模では、多少の見積のブレがあっ
てもカバーできるのですが、１億円、10億円といった
大きなシステムになりますと、ブレが10％あっただけ
でも当社の年間売上高の十分の一にも達してしまうこ
とになります。見積を失敗することによって予算ショ
ートになるケースもよくあります。
〔失敗プロジェクト例１〕
では、具体的な失敗のプロジェクトの例を挙げてみ
たいと思います。これは、実名は出せないのですが当
社が関係したプロジェクトです。失敗プロジェクトの
一つめは公的機関の電算システムのケースです。それ
は当社のような売上が22億しかないような企業にでき
るわけでなく、元請けがあってその配下であるサブ・
システムを担当したわけです。非常に先進的なシステ
ムで、開発言語はすべてｊａｖａである。リッチクライ
アントの考えも取り入れてＷＥＢのオープンテクノロ
ジーもどんどん取り入れていました。クライアントと
サーバーの間にもう一台中継するサーバーをつない
で、各々のメッセージングはＸＭＬというフォーマッ
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トで行って、共通的なものに関しては中間的なサーバ
ーで抜き出して、トレーサビリティーとしてどの利用
者に誰がどういった対応を行ったかを全部管理しよう
という非常に先進的な発想でした。
そこまでは良かったのですが、それをどうやって実
装するかについて、お客様としてはオリジナルのシス
テムのつもりでいたのに対して、開発側の元請はつい
でにそれをパッケージ化して全国の同じような顧客に
売りたいという思惑がありました。お客様の要求仕様
を完全に吸収しないまま開発がスタートして実装を進
めてしまったため、最初からのボタンの掛け違いがあ
りました。
その問題点の２つめは事前の評価不足でした。先進
的なＸＭＬメッセージングを使ったシステムだったの
ですが、残念ながらそこまで技術力が高いベンダーは
少ないのです。それでも何とかかき集めてやってはみ
たのですが、実際に動かしてみると、パフォーマンス
が出ないとかいろいろ問題がありました。そこで、パ
フォーマンスを出すために直したところ大幅な修正な
ど後戻りの作業が発生して、結局はカットオーバーに
失敗してしまいました。とはいえ公的なシステムです
から失敗は許されないので、カットオーバーがテスト
不足により順延されました。
この原因はプロジェクトマネジメントの失敗だった
と思います。当初のボタンの掛け違えをプロジェクト
リーダーレベルではなくその上のマネージャー、更に
経営陣の方できちんと把握した上でリスク分析すべき
であったと思います。私はサブ・システムのリーダー
でそこまで口を出せる立場にはなかったのですが、リ
ーダーは２回くらい変わりました。最後には元請けの
トップのところにクレームがきて、予算はどうでもい
いから好きなだけ働いて好きなだけ請求してくれとい
うことになりましたので、利益を確保することができ
ました。
〔失敗プロジェクト例２〕
次に失敗プロジェクト例の２番目ですが、これも大
トラブルのプロジェクトでして、新聞記事にもなりま
した。私の同僚が関わっていたんですが、商事会社の
電算システムでした。これもカットオーバーが大幅に
遅れて大赤字、お客様からはほとんど取引停止、出入
り禁止になったようなプロジェクトです。問題は設計
の検証が全くされてなかったことにあったという事例
です。
製造のプロセスとしては、お客様からの要求仕様を
もとに設計して、設計が終わったらレビューして、そ
れをもとにして製造にかかるのが一般的なのですが、
要求仕様もろくになく、概要設計書もほとんどなかっ
た状況で製造を行わなければならず、設計がない状態
で製造に着手してしまったのです。担当した同僚の話
を聞きますと、プログラムを作るのに「これを見てつ
くって下さい」と渡された仕様はほんの５行くらいの
文章でした。「こんなことをして、アウトプットはこ
うで、こんなことをしたい」といったもので、それで
はシステムは作れない。同僚は実際に仕様書を受け取
ってから自分で設計を仕直して、何とかカットオーバ
ーにこぎつけたようです。
このプロジェクトで赤字を拡大してしまった要因
は、コストを抑えなければならないというプレッシャ
ーがあったため、そんな状態の設計書を海外に発注し
てしまったことです。我々は元請けとはつきあいがあ
り、東京と長岡は近いためいつでも呼ばれますので、
そんな設計書をもとにしても終わらせないわけにいか
ず何とか構築して納めました。しかし、海外のベンダ
ーにそんなことは関係ありません。言われたら、その
設計書を見てその通り作って納めておしまい。それが
ごく当たり前なんです。当然、出来上がってきたもの
がまともに動くわけはなく、結局海外発注した分は全
面的に作り直しになり、それがスケジュールの遅れ、
赤字の拡大につながりました。
そういった状況で、お客様の方にも原因がないわけ
ではなかったんですが、我々ベンダーとしては提示し
た見積でお金をいただいたにもかかわらず、期限まで
にきちんとカットオーバーできなかったわけです。そ
れで稼働が延期になり、延期するときのバーターの条
件として要求仕様が追加発生しました。その後も仕様
変更、仕様追加がだらだらと止まらなかった。それが
作っても作っても作業が発生するという状況で、結局
本番稼働が３回も延期されるという事態にまでなりま
した。
７．海外取引について
〔少ない海外流出〕
失敗プロジェクトの事例はまだたくさんあるのです
が、ここで少し視点を変えまして、最近のシステム構
築のトレンドの一つとして、海外取引に触れてみたい
と思います。日本の海外取引としては、輸入が9,200億
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円、輸出が90億円です。日本全体のシステム構築マー
ケットは14兆円ですので、日本国内のマーケットに比
べて輸入は6.7％を占めるというのが現状です。アメリ
カでは今ＩＴ技術者のオフショア開発がどんどん流出
して、シリコンバレーのＩＴ技術者が随分失業してし
まったという話も聞きますが、日本はまだそんな状況
ではありません。
〔海外発注（オフショア開発、オンサイト開発）〕
とはいえ、実際には先ほどの話にも出たように、原
価低減のため海外発注する開発形態もあり、当社にも
現在取引を継続している海外のベンダーがあります。
海外発注した場合、大きく分けてオフショア開発にす
るか、オンサイト開発にするかということがあります。
オフショア開発というのは、こちらから仕様を送って
現地で開発してもらうことです。オンサイト開発とい
うのは、向こうの技術者に来てもらってこちらで開発
してもらうことです。
具体的な発注先は中国がだんトツです。上海が圧倒
的に多いです。その次に北京、大連です。中国での発
注が盛んになる以前は、韓国で発注するケースも多々
ありました。ただ、今はあまり取引がありません。韓
国内の需要は国内技術者でまかなわれており、韓国自
体のマーケットが大きくなったため輸出するだけの余
力がないという状況だと思います。
次はインドですが、よくインド人と一緒にプロジェ
クトをやっているという話は聞きますが、私の身近で
はそうした例はあまりありません。他方で最近ベトナ
ムが注目されています。社会主義国というリスクはあ
りますが、アジアの中では政治的に安定していますし、
国としてソフトウエア開発を進めるという政策がみら
れます。数字をあげますと、インドの輸出額の統計を
みると、ＩＴ関連の輸出が全体の20％を超えています
が、ベトナムは何とかそれに追随していこうとしてい
る状況のようです。ただし、実際にベトナムが日本か
らの発注先、外注先として使えるかといいますと、そ
れには地理的な問題があります。韓国のフライトは新
潟空港から発着していますし、中国へは飛行機で２～
３時間です。それに対して、ベトナムは片道６時間か
かってしまいます。オフショアでやる分にはいいので
すが、オンサイトでやる分には問題があります。
ただし、言語の問題に関しては、ベトナムでは中国
と同じように日本語が勉強されるようになっていま
す。今年１月にベトナムに視察に行ってきましたが、
現地では日本語熱があって、特に若い方で英語だとわ
からないけれど日本語だとわかるという人が結構いま
した。地理的な問題、政治体制の懸念などはあります
が、これからベトナムは海外発注先として大きく拡大
するのではないかと思っています。
８．海外取引にあたっての留意点
〔契約条件は明確に〕
海外発注にあたっては、様々な留意点が非常にうる
さく言われています。それだけトラブルが多いという
ことなんです。まず契約条件を明確にしないといけま
せん。日本企業同士だと、何か問題があったときはお
互いに善処するという一文を入れておいてそこで丸く
収めるとか、もしくは取引関係もあるのでそうそう厳
しいことはいえないということがあります。特に中国、
韓国、アメリカと取引する時には、契約条件は日本の
ベンダー、発注先と同様に甘く考えてはいけない、と
いう点があります。
〔検収は確実に〕
次に、これは当然のことなのですが、検収は確実に
行わなければなりません。私の同僚が中国に発注して、
上がってきたアウトプットをお客様のところに持って
行ったところ、一応は動くのですが、本当に書いてあ
る通りにしか動かないのです。途中でエラーが発生し
たら一応エラー処理はするのですが、そこで更新を戻
さずに更新を確定してからエラー処理しているのです。
実例を挙げますと、銀行口座の引落処理で、ある口
座から別の口座へお金を移動する処理を問題となった
プログラムで行ったとします。引落口座からお金を引
落し、振込先へ振込みました、振込先へ送信するとこ
ろでエラーが発生しました、といった場合、普通プロ
グラムとしては最初の引落からやり直すのですが、そ
のプログラムだと引落の時点で確定してしまって、振
込はエラーになってお金は引き落とされたままといっ
たプログラムが出来上がってきました。一時が万事そ
の調子で、その同僚は頭を抱えて作り直したというこ
とです。
レベルは変わらないのですが、中国の場合、もちろ
ん玉石混合ではありますが、普通はしないと思うこと
をやってしまうこともあります。ビジネスシステムを
組んでいるという意識があまりないようにも感じま
す。とにかく中国から上がってきたら、確実に一本一
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本チェックして検収するということが現場では鉄則です。
〔モノの値段ほど安くない〕
三点目は、モノの値段ほど安くないという点です。
今中国からの製品が百円ショップでビックリするくら
い安く売られています。しかし、システム構築で海外
発注をすると、思ったより安くはなりません。という
のは、先ほどの話にもありましたとおりアウトプット
を確実に検収して細かく見ないといけないということ
があります。また、中国でＩＴ技術者は花形職種でど
んどん人が集まってきていますが、人件費は上がって
います。値段はピンキリですが、オフショアでやった
場合、一ヶ月当たり安い所で５万円とか10万円、普通
で30万円くらいは払います。オンサイトでやった場合
はもっと高く、40万円、50万円、プラス交通費、宿泊
代が必要です。そうすると、安いから中国に頼むとい
う発想はそれほど出てきません。多少は原価低減でき
るとか、少なくともコンピュータ知識は豊富なので技
術者として使うといった目的がないと、私は中国への
発注を躊躇してしまいます。
余談ですが、中国の技術者は非常に優秀なんです。
たとえば勝手にライブラリとかを作ってしまうような
ところがあります。自分達でこの方がいいと標準的な
部品を作ってしまうのです。ビジネスシステムとして
は動いて終わりではなくメンテナンスしていかなくて
はいけないので、仕様書などを勝手に作ってもらって
は困るのですが、中国の技術者としては良かれと思っ
て作るケースがあるようです。
検収をきちんとするとか、契約条件を明確にすると
かは、海外発注だからやるのではなく、ビジネスのシ
ステム構築をやっていく以上は当然やらなければいけ
ないことです。今後は、海外だからという意識をしな
いで進めていかなければいけないと思います。日本人
だからいいとか、中国人だからダメだとかいうことは
全くなく、逆に日本人の技術者でも問題のある人はい
ますし、中国人の技術者で一緒に仕事をした人のなか
には非常に親切でこちらの設計ミスを指摘してくれる
ような方もいました。結局、国の問題ではなく、人の
問題なのです。ですから、国内取引でもそうですが、
これはいいと思った発注先は確実にキープしておい
て、継続的に仕事を発注していくなどしてつき合って
いかなければと思います。
９．今後の企業システム開発
〔チームワークと個人主義〕
今後の企業システム開発ということで、何点かお話
しします。まずチームワークと個人主義についてです。
これまで日本人の特色として、チームワークが非常に
いいということが挙げられましたが、これからは逆に
個人主義の面でもやっていかなければいけないと思い
ます。先ほどの海外発注の話にもありましたが、技術
者というのは、組織の問題もありますが、結局は個人
の問題もありますので、チームワークも大事にしなが
ら個人的にもきちんとスキルアップしていかなければ
いけないと考えています。
〔より高度な技術～広く浅く、深く狭く〕
また、分散、集中、分散、集中と継続して前のテク
ノロジーが残った中で、さらに新しいものを身につけ
ていかなければいけないわけですから、より高度な技
術が求められていくと思います。トレンドとしては
「広く浅く」か、「深く狭く」かのいずれかになると思
います。
本当は深く広くというのが一番いいのですが、シス
テム開発はどんどん複雑化していく一方でして、最近
無線ＬＡＮが普及してきたり、ＲＦＩＤや認証の技術と
か技術はどんどん広がっていくものですから、その中
でその全部に対して深くするというのは現実的に厳し
いような気がします。ですから、技術者としては何で
も知っているがそんなに突っ込んだところは知らない
という「広く浅く」のタイプ、つまりゼネラリストや
プロジェクトマネジメントのリーダーもしくは、個々
の分野に特化し技術職、専門職となるといった二つに
分化していくのではないかと思います。
〔個人能力が問われる〕
三点目としまして、これまでの話と重複しますが、
今後は個人能力が問われるのではないかと思います。
オフショア開発の話にありましたが、日本人だからと
いって仕事がくるとは限らないわけです。システム構
築の業界でもどんどんプレッシャーが加わり原価低減
されていくなかで、いかに生産性を高めて真摯に仕事
に向き合っていくかが問われています。
これまでは、たとえば汎用機の世界であれば隣の席
でも同じようなことをやっていたわけですが、技術的
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に広くなってきますと十人いたら十人全員違うことを
やっていることもあるわけです。そうしますと、以前
のように先輩、後輩の関係で教えを請うとか、上司、
部下の関係で上司がより詳しいという構造がどんどん
崩れてきているわけです。その中でいかにして自分で
スキルアップしていくかというのは、個人個人の問題
に帰すると思います。冷たい言い方になりますが、自
分で頑張るしかないと常々若手には言っております。
以上、非常に雑多な話になってしまいましたが、企
業システム開発の現場からみた現状と課題についてお
話しさせていただきました。
以上は石橋氏の講演要旨であり、文責はすべて編集
部（担当：石川英樹）にあります。なお、研究会当日
には、ここに紹介できなかったたくさんの資料をご用
意くださり、かつご講演終了後には多くの時間を質疑
応答にさいていただき質疑にお答えくださいました。
謹んでお礼申し上げます。
